
免
除
申
請
が
で
き
る

対
象
期
間
を
拡
大
！

４
月
２
日
以
降
、
70
歳
に
な
る
人

医
療
機
関
で
の
負
担
が
２
割
へ

国
民
年
金
保
険
料

４
月
か
ら
申
請
で
き
ま
す

　
こ
れ
ま
で
過
去
分
の
保
険
料
の
免

除
が
受
け
ら
れ
る
期
間
は
、
申
請
の

直
前
の
７
月
分（
学
生
納
付
特
例
は

４
月
分
）ま
で
で
し
た
。

　
４
月
か
ら
は
、
申
請
時
点
の
２
年

１
か
月
前
の
月
分
ま
で
免
除
申
請
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

※
こ
こ
で
の
免
除
と
は
、
全
額
免
除
、

一
部
免
除
、
若
年
者
納
付
猶
予
、

学
生
納
付
特
例
の
こ
と
で
す
。

特
例
免
除
の
対
象
期
間
も
拡
大

　
災
害
・
失
業
な
ど
を
理
由
と
し
た

免
除
を
特
例
免
除
と
い
い
、
免
除
申

請
の
対
象
期
間
は
、
こ
れ
ま
で
申
請

時
点
の
年
度
ま
た
は
前
年
度
で
し
た
。

　
４
月
か
ら
は
、
災
害
・
失
業
な
ど

の
あ
っ
た
前
月
か
ら
翌
々
年
６
月
ま

で
の
期
間
に
つ
い
て
、
申
請
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

※
３
月
以
前
に
あ
っ
た
災
害
・
失
業

も
対
象
に
な
り
ま
す
が
、
過
去
分

の
審
査
対
象
期
間
は
２
年
１
か
月

前
ま
で
で
す
。

万
一
に
備
え
申
請
は
早
め
に

　
申
請
が
遅
れ
る
と
、
万
一
の
際
に

障
害
基
礎
年
金
な
ど
を
受
け
取
れ
な

い
場
合
や
、
失
業
な
ど
の
特
例
免
除

が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

速
や
か
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
申
請
期
間
に
対
応
す
る
前
年

所
得
で
審
査
を
行
う
の
で
、
免
除
が

承
認
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

法
定
免
除
を
受
け
て
い
る
人
へ

　
障
害
基
礎
年
金
な
ど
を
受
給
し
て

い
る
人
は
、
保
険
料
の
納
付
が
免
除

さ
れ
る
法
定
免
除
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
場
合
で
、
基
礎
年
金
額
の
増
額
を

希
望
す
る
と
き
は
、
保
険
料
を
後
払

い
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

　
４
月
か
ら
は
、
こ
の
法
定
免
除
の

期
間
で
あ
っ
て
も
、
保
険
料
の
通
常

納
付
が
で
き
る
「
納
付
申
出
制
度
」

が
始
ま
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
保

険
料
の
口
座
振
替
や
前
納
、
付
加
年

金
な
ど
へ
の
加
入
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の
は
事
前
確
認
を

　
申
請
に
は
、
年
金
手
帳
ま
た
は
基

礎
年
金
番
号
が
分
か
る
も
の
な
ど
が

必
要
で
す
。
免
除
な
ど
の
内
容
に
よ

り
変
わ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

昭
和
19
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人
に
順
次
適
用

　

70
歳
に
な
る
月
の
翌
月（
１
日
生

ま
れ
の
人
は
そ
の
月
）か
ら
２
割
負

担
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
昭
和
19
年

４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
に
、

順
次
適
用
さ
れ
ま
す
。

昭
和
19
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人
は
１
割
負
担
の
ま
ま

　
軽
減
特
例
措
置
に
よ
り
、
昭
和
19

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
は
、

今
ま
で
と
同
じ
１
割
負
担
が
継
続
さ

れ
ま
す
。

　
な
お
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者

証
の
有
効
期
限
が
３
月
末
ま
で
の
人

に
は
、
新
し
い
高
齢
受
給
者
証
を
送

付
し
ま
す
。
届
い
た
ら
、
内
容
に
誤

り
が
な
い
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

新
し
い
国
民
健
康
保
険
の
保
険
証
を

発
送
し
ま
し
た

　
高
齢
受
給
者
証
だ
け
で
な
く
、
国

民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
皆
さ

ん
に
、
４
月
か
ら
使
用
す
る
新
し
い

保
険
証
を
発
送
し
ま
し
た
。
届
い
た

ら
、
内
容
に
誤
り
が
な
い
か
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

　
古
い
保
険
証
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

保
険
年
金
課
ま
た
は
各
支
所
に
返
却

し
て
く
だ
さ
い
。

　
70
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
人
は
、
医
療
機
関
で
の
窓
口
負
担
が
こ
れ
ま
で
１

割
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
本
年
の
４
月
２
日
以
降
に
70
歳
に
な
る
人
か
ら

は
、
２
割
負
担
へ
と
変
わ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

保
険
年
金
課
国
民
健
康
保
険
班

☎
62
︲
５
３
３
１

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

日
本
年
金
機
構
佐
原
年
金
事
務
所

☎
０
４
７
８
︲
54
︲
１
４
４
２

市
保
険
年
金
課
高
齢
者
医
療
年
金

班　
　
　
　
　

☎
62
︲
５
３
３
２

うっかりで申請
できなかったのを
さかのぼれるわ

　
国
民
年
金
で
は
、
所
得
が
少
な
い
と
き
や
失
業
な
ど
に
よ
り
、
保
険

料
を
納
付
す
る
こ
と
が
経
済
的
に
難
し
い
場
合
、
保
険
料
の
免
除
を
申

請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
免
除
を
受
け
ら
れ
る
対
象
期
間
が
、
過
去
２
年
１
か
月
前
の
月

分
ま
で
拡
大
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

区　分 ４月 ５月 ６月

昭和19年４月１日ま
でに生まれた人 １割負担 １割負担 １割負担

昭和19年４月２日〜
５月１日生まれの人 ３割負担 ２割負担 ２割負担

昭和19年５月２日〜
６月１日生まれの人 ３割負担 ３割負担 ２割負担

４月以降の医療機関における窓口負担例

※�70歳になっても所得に応じて３割負担となる場合も
あります。
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